
※
問
と
答
の
内
容
は
、
各
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

※
　

問
　

の
下
の
氏
名
は
発
言
議
員
名
で
す
　

職
員
室
棟
の
継
続

問
　
　

神
木
　

　
東
原
小
学
校
に
は

職
員
室
棟
を
含
め
、
リ
ー
ス
物
件

が
三
棟
あ
り
、
東
台
小
学
校
が
開

校
す
る
と
不
用
に
な
る
。
安
全
・
安

心
を
考
え
る
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

面
し
た
職
員
室
棟
は
残
し
て
も
ら

い
た
い
。

答
　
職
員
室
棟
は
児
童
の
活
動
の

様
子
や
緊
急
時
の
対
応
な
ど
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
昇
降
口
の
見
渡
し
の

よ
い
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
も
、

引
き
続
き
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

花
の
木
中
の
耐
震
化
を
　

前
倒
し

問
　
　

足
立
　

　
国
は
、
公
立
小
中

学
校
の
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
学
校

の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
、
補
助

率
を
高
め
た
。
三
年
間
の
期
限
つ

き
で
あ
り
、
国
庫
補
助
の
有
利
な

時
期
に
、
花
の
木
中
学
校
の
耐
震

工
事
を
早
め
て
行
な
う
べ
き
。

答
　
耐
震
化
工
事
の
前
倒
し
を
含

ん
だ
大
規
模
改
修
な
ど
の
小
中
学

校
施
設
整
備
計
画
の
考
え
方
で
行

な
い
た
い
。

ス
ク

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

の
配
置
は
十
分
か

問
　
　

飯
沼
　

　
い
じ
め
・
不
登
校

対
策
に
有
効
な
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
配
置
は
、
現
在
十
分
と

い
え
る
か
。

答
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

現
在
、
各
中
学
校
に
三
週
間
に
一

回
の
割
合
で
配
置
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
各
校
に
は
さ
わ
や
か
相

談
員
が
常
駐
し
て
お
り
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
連
携
に
よ

り
、
補
完
関
係
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

学
校
敷
地
内
に
小
規
模
な

給
食
セ
ン
タ

を

問
　
　

塚
越
　

　
児
童
生
徒
の
増
加

に
よ
っ
て
、
二
つ
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
能
力
が
限
界
に
な
っ
た
と

き
の
打
開
策
と
し
て
、
学
校
の
敷

地
内
に
小
規
模
な
給
食
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
考
え
て
は
ど
う
か
。
財
政

的
に
も
地
場
産
食
材
の
活
用
に
も

食
育
に
も
、
政
策
と
し
て
有
利
な

面
が
多
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
三
〜
四
年
後
に
は
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
、
限
界
に
な
り
ま

す
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
や
生
産
者
と
の
交
流
・

食
育
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
考
え
た
上

で
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
小
規
模
セ
ン
タ
ー
方
式
も
、

一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

教
育
現
場
の
非
常
勤
教
職

員
の
待
遇
改
善

問
　
　

山
口
　

　
小
中
学
校
の
少
人

数
指
導
支
援
員
等
の
非
正
規
教
職

員
︵
一
五
七
名
︶
は
、
年
収
二
〇

〇
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

と
い
う
実
態
だ
。
将
来
に
希
望
の

持
て
る
賃
金
等
の
改
善
を
す
べ

き
。
ま
た
、
県
の
最
低
賃
金
七
〇

二
円
以
下
の
時
給
と
な
っ
て
い
る

学
校
図
書
整
理
員
に
つ
い
て
は
、

た
だ
ち
に
是
正
す
べ
き
。

答
　
雇
用
形
態
の
検
討
、
六
時
間

授
業
に
合
わ
せ
た
就
労
時
間
の
見

直
し
、
賃
金
に
つ
い
て
は
近
隣
自

治
体
の
状
況
な
ど
を
見
て
検
討
し

た
い
。
最
低
賃
金
を
下
回
っ
て
い

る
も
の
は
、
是
正
す
べ
き
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
　

児
童
館
の
一
元
化

問
　
　

　

　
子
ど
も
の
放
課
後

充
実
を
図
る
た
め
に
、
大
井
地
域

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
上
福
岡

地
域
の
児
童
館
の
今
後
の
方
向
性

と
、
一
元
化
の
考
え
は
。

答
　
本
年
七
月
に
上
福
岡
地
域
の

児
童
館
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
機

能
の
分
離
実
施
に
向
け
、
児
童
館

の
保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
分
離
後
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
大
井
地
域
と
あ

わ
せ
て
条
例
化
し
、
大
井
地
域
の

保
育
料
を
参
考
に
統
一
す
べ
く
、

ま
た
、
運
営
形
態
に
つ
い
て
は
指

定
管
理
者
制
度
を
含
め
、
児
童
館

機
能
に
つ
い
て
は
代
替
事
業
を
検

討
中
で
す
。

コ
ミ
奛
ニ
テ
鍈
・
ス
ク

ル
に
つ
い
て

問
　
　

小
峰
　

　
平
成
十
六
年
に
制

度
化
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
目
的
は
何
か
。

答
　
学
校
運
営
の
取
り
組
み
を
一

歩
進
め
る
も
の
と
し
て
、
学
校
運
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営
協
議
会
を
設
置
、
保
護
者
、
地

域
の
方
々
が
一
定
の
権
限
と
責
任

を
持
っ
て
学
校
運
営
に
参
画
し
、

よ
り
よ
い
教
育
の
実
現
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
こ
の
制
度
の
目
的
で

す
。図

書
購
入
費
削
減
で
　
　

サ

ビ
ス
低
下
の
懸
念
は

問
　
　

小
川
　

　
図
書
購
入
費
の
削

減
で
、
貸
し
出
し
数
の
減
少
等

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
か
。
市
民
の
知
る
権

利
を
守
る
職
員
の
専
門
性
の
確
保

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
貸
し
出
し
冊
数
の
増
減
と
資

料
費
の
増
減
は
相
関
関
係
に
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
結
果
、
高
い
貸
し
出
し

数
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
指
標
で
も
あ

る
市
民
一
人
当
た
り
の
貸
し
出
し

数
で
は
、
県
内
で
も
上
位
で
す
。

　
今
後
も
研
修
な
ど
を
通
じ
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

き
た
い
。

プ

ル
事
故
の
そ
の
後

問
　
　

小
高
　

　
判
決
で
は
両
被
告

に
加
え
、
歴
代
の
プ
ー
ル
管
理
担

当
者
に
自
己
の
職
責
を
果
た
さ
な

い
無
責
任
の
連
鎖
が
あ
っ
た
と
指

摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
防
護
柵
の
針

金
止
め
を
指
摘
し
た
業
者
が
、
次

年
度
以
降
入
札
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
問
題
だ
が
、
そ
の

後
職
員
が
指
摘
さ
れ
た
ボ
ル
ト
及

び
ナ
ッ
ト
の
修
理
を
申
し
出
た
と

き
、
予
算
が
な
い
等
で
修
理
で
き

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
事
実

か
。

答
　
裁
判
の
係
争
中
で
も
あ
り
、

答
弁
で
き
ま
せ
ん
。

問
　
七
月
五
日
の
庁
舎
内
で
両
被

告
、
市
長
な
ど
五
人
で
の
会
談
で
、

そ
の
場
に
教
育
長
は
同
席
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
秘
書
課
も
知
ら
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
あ
る
人

は
﹁
お
れ
が
謝
ら
せ
た
﹂
と
言
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
長
は

本
当
に
謝
罪
し
た
の
か
。

答
　
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た

が
、
謝
罪
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

廃
止
を

問
　
　

鈴
木
　

　
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
当
面
、
市
独
自
の
低
所
得
者

へ
の
軽
減
策
や
、
保
養
所
宿
泊
料
、

人
間
ド
ッ
ク
、
基
本
健
診
へ
の
補

助
制
度
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
　
全
額
市
の
財
政
負
担
と
な
り

難
し
い
で
す
。
国
・
広
域
連
合
の

動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。
応
分
の
負
担
は
や
む
を
得

な
い
で
す
。

孤
独
死
ゼ
ロ
の
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

問
　
　

鈴
木
　

　
高
齢
化
が
進
む
中
、

単
身
世
帯
が
増
加
し
、﹁
孤
独
死
﹂

が
増
え
て
い
る
。
行
政
と
し
て
、
予

防
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
地
域
へ
の

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

答
　
東
入
間
警
察
署
管
内
で
一
〜

七
月
ま
で
の
間
に
孤
独
死
が
五
十

件
程
度
あ
り
ま
し
た
。
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
機
能
の
活

用
、
民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
活

動
の
実
施
、
地
域
社
協
、
自
治
会
、

福
　
　

　
　

　
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携

を
強
め
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

保
険
料
は
基
金
を
活
用
し

て
下
げ
て

問
　
　

岩
崎
　

　
来
年
四
月
か
ら
の

第
四
期
介
護
保
険
事
業
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。
保
険
料
の
見
直

し
に
、
今
回
の
補
正
後
の
準
備
基

金
額
三
億
一
、
〇
〇
〇
万
円
を
活

用
し
て
、
負
担
軽
減
策
を
行
な
う

べ
き
。
ま
た
、
保
険
料
の
段
階
を

六
段
階
か
ら
多
段
階
に
し
て
、
税

の
公
平
さ
か
ら
所
得
に
応
じ
た
負

担
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
保
険
料
設
定
に
つ
い
て
、
基

金
の
活
用
も
十
分
検
討
し
ま
す
。

多
段
階
化
も
検
討
し
ま
す
。

障
が
い
者
就
労
支
援
の
　

取
り
組
み
は

問
　
　

田
村
　

　
障
が
い
者
の
就
労

支
援
は
、
広
域
で
取
り
組
み
を
。

答
　
昨
年
四
月
開
設
の
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
二
名
が
一
般
就

労
で
き
ま
し
た
。
広
域
に
つ
い
て

は
、
富
士
見
市
、
三
芳
町
と
協
議

を
し
ま
し
た
が
、
合
意
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

問
　
市
み
ず
か
ら
が
雇
用
に
向

け
、
取
り
組
み
を
展
開
し
て
は
ど

障害者就労支援センターのある大井総合福祉センター
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